
















クリーニングの知識
カーペットクリーニングの古くからある工法から最新の工法を表にしました。上から古い順に並んでいます。
最初に日本で行われている工法を記載しました。（※日本建築敷物協会発行の本から引用）ただし、ここで紹介していないだけなのか、混同して
いるのかは定かではありませんが、強リンサー（エクストラクター）を使用した工法が載っていません。スチーム工法に付け加えました。アメリ
カで行われている工法も載せました。工法に違いがあるので比べてください。表にしたことで混同されていた工法が整理されると思います。
ジャニトリアルとプロフェッショナルの区分も参考にしてください。
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もっとも古くからあるメンテナンスクリーニング
の工法です。スプレーヤーで洗剤を塗布後、綿パッ
ドでポリッシャーを回し表面洗浄を行います。使
用する洗剤はジャニトリアルのボンネット用中性
洗剤でしたが、クリスタル剤が主流になってきて
います。

工法は日本と同じで、カーペットの表面の洗浄を
行います。オールドスタイルのクリーニング方法
です。アメリカでは「フォームエクストラクショ
ン工法」と呼ばれています。

アメリカでは「ドライエクストラクション工法」と
呼ばれています。工法は日本と同じです。現在のア
メリカでは絶対に水を使用できない場所以外では、
ほとんど行われていません。
（カーペットメーカーのミリケン社以外はパウダー工法を奨

励していません）

お湯で希釈した回収剤をポンプ圧でカーペット表面
にスプレーしてブラシでアジテーションをして、同
時に回収する工法です。セルフコンテインまたは
ウォークビハインドの機械を使用しています。（日
本では総称して弱リンサーと呼ばれる）日本と違う
点はお湯を使用する点です。

エンジン動力のトラックマウントを使用し、高温
水、パワフルなバキューム力、大水量、そして洗
剤力でクリーニングを行います。ジャニトリアル
のクリーニングとの違いは、レストレーションが
可能な点です。工法としては前処理剤塗布後、ア
ジテーションを行い、高温水で回収を行います。
この時に回収剤は必須です。
ポータブルエクストラクター（強リンサー）を使
用することもあります。

カーペットの汚れを綿や合成樹脂のパッドに吸着
させる方法です。
あらかじめ洗剤をカーペットに散布してクリーニ
ングする場合と、洗剤を直接パッドに湿らせてク
リーニングする場合があります。

ポリッシャーの物理的な力と洗剤の作用によって
汚れをパイルから遊離させるウェットタイプの方
法です。
現在最も多く利用されている技法です。
通常のシャンプーの後エクストラクション作業を
行います。

機械の中で発泡させた洗剤をカーペット表面に送
り出し、強力なパイルブラシでカーペットの汚れ
を包み込みながら除去する方法です。
別名「ローラーブラシ法」と呼ばれ、クリーニン
グ後は粉末となった洗剤と汚れをバキュームする
だけでOKです。

木粉や合成樹脂粉に洗剤を浸み込ませたパウダー
クリーナーをカーペットに散布し、専用の機械で
ブラッシングして、汚れを吸着させる方法です。
ブラッシング後はカーペット上に残ったパウダー
をバキュームするだけでOKです。

専用の機械を使って水や洗剤をポンプ圧でジェッ
トスプレーし、カーペットの汚れをブラシでこす
りながら、同時に汚れを回収する方法です。

高温圧スチームと強力バキュームを特徴とし、ス
チームによりパイルに付着している汚れを分解さ
せ、同時に汚れをバキュームします。高温による
洗浄効果は想像以上に大きく、ロータリーシャン
プー法と同等です。洗浄機を往復させるだけの単
純作業で部屋の角や机の下などもきめ細かい洗浄
ができます。機械は連続自動給排水方法です。

従来の日本の工法
（※）日本建築敷物協会発行の本から引用 アメリカの工法

※日本建築敷物協会発行の本から引用
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弱リンサーにウォンドを取り付けて使用する工法
です。前処理剤を使用してアジテーション後に回
収します。

☆日本建築敷物教会に記載がなかったためSMSJapan で
付け加えました。

スポットリンサーとしての使用がほとんどです。
スポット（シミ）の状態に合わせて前処理剤を使
用するケースもありますが、シミ取り作業後に回
収をする目的で使用します。
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ポリッシャーでブラシを回してカーペットの表面を
洗う工法です。スプレーヤーに洗剤を入れて散布し、
柔らかいブラシでカーペットの上を泡立たせパイル
の先端だけをクリーニングします。泡にしているの
は分解した汚れがパイルの奥まで落ち込まないよう
にする為です。弱リンサーで泡の回収を行います。

クリーニングの知識
共通した違い
日本ではバキュームがけの時間が少なく、アップライト型バキュームを使用しないことがあります。
ポット型のバキュームはアップライト型に比べ、ブラシの力も回収力も極端に低いのでカーペットクリーニングには適していません。
必ずアップライト型バキュームを使用してください。　

違いとトラブル 改善策・アドバイス

日本ではヤーンパット用の洗剤を使用しない場合があります。そう
すると残留洗剤が残りイタズラをしてしまいます。残留洗剤は再汚
染を引き起こします。
天然素材のカーペットにアルカリ性の洗剤を使用するとカーペット
の黄変（イエローイング）が起こってしまいます。
ヤーンパッドは汚れを引き伸ばして「汚れの移動」を行っているこ
とがあります。レストレーションは行えません。

この工法はジャニトリアル（日常清掃）の工法です。プロフェッショナルの
定期清掃には用いないようにしましょう。
ヤーンパッドの使用はやめましょう。代わりに吸水性に優れているマイクロ
ファイバーの＜マジックパット＞を使用しましょう。
洗剤は＜ブラシ＆ボンネット＞を使用してください。残留洗剤が残っても結
晶化するので再汚染などのイタズラを起こしません。
アメリカでは10年前からこの工法にほとんど切り替わっています。

日本でいわゆるツーステップ工法と言われている工法です。アメリ
カでは毛先の先端をクリーニングします。日本ではウェットタイプ
として紹介されているのでオーバーウェットのトラブルが多発して
います。乾燥にも時間がかかってしまいます。
ポリッシャータンクに洗剤を入れて散布しながら施工を行うと、噴
霧量が見えないのでオーバーウェットになるケースが多いです。
また、使用する洗剤によって汚れ落ちに格差が出ます。

工法の違いはあまり見受けられません。
ただ、強力な洗浄力は望めないので、中間清掃（インテリムクリー
ニング）に使用しています。

先述のように、この工法はアメリカではほとんど見かけなくなりま
した。
日本では木粉を使用するケースもありますが、アメリカでは木粉で
はなく植物性の粉（トウモロコシの芯の粉）を使用します。

日本では前処理剤を使用するケースが見受けられますが、この機械
は前処理剤を使用するタイプではありません。アメリカでは前処理
剤は一切使用しません。
日本では弱リンサーを使用して定期や特別清掃を行っています。ま
た、アメリカでは必ずお湯を使用しますが日本は水道水（常温）を
使用します。一体型のリンサーは吐出量が圧倒的に少なく、バキュー
ム力がありません。洗浄力も弱い為汚れ落ちの期待はあまりできま
せん。また、再汚染などの様々なトラブルが起こってしまいます。

回収剤を使用する点が大きな違いです。
日本ではスチームによりパイルに付着している汚れを分解させてい
ると誤解されているようですが、実際は回収剤と呼ばれる洗剤に
よって乳化されて回収しています。またこれは高温水を使用すると
更に活性されます。
また、ロータリーシャンプー工法と同等と考えられていることがあ
りますが、決してそのようなことはありません。圧倒的な吐出量と
洗剤の洗浄力により最高の洗浄ができ、トラブルもほとんど起こり
ません。パイルの奥底からの汚れを回収しますので、レストレーショ
ンクリーニングが可能になります。

プロフェッショナル用洗剤を使用し、回収剤は必ず使用しましょう。素材や
クリーニングに合わせて回収剤を選びましょう。またトラックマウントの力
を過信するのはやめましょう。後述のCHATの理論をきちんと理解してク
リーニングを行ってください。
プロフェッショナルが行う唯一のレストレーションクリーニングです。
洗剤は必ずプロフェッショナル用を選びましょう。水にはなかなか溶けにく
いパウダーも使用できます。あらゆる洗剤はリキッドよりもパウダーが洗浄
力があります。回収はウォンドの引き方を参照して丁寧に行いましょう。
（P２４参照）

油汚れにも強いシャンプー剤＜バイオ・シャンプー＞を使用して作業を行い
ましょう。定期清掃、特別清掃、汚れが強い場合は下記の要領で行いましょう。
前処理剤を＜ダートチェイサー＞に変えてスプレーします。タイルカーペッ
トの場合タンク付きポリッシャーでもOKです。後述のCHATの理論から、
分解力に時間が必要なのと、洗剤のスプレー量がわかるのでできればスプ
レーヤーを使用しましょう（P17参照）。回収は強リンサーを使用して回収
剤には＜ラストステップ＞を使用してください。

残留洗剤が残りますので、定期または特別清掃に使用する場合、特にそのこ
とを意識してお湯で回収を行うといいでしょう。
近年ではエンキャプセレーションと言って、残留洗剤が残りにくい洗剤を導
入しているメーカーもあります。

極めてトラブルが多い為お勧めできません。
クリーニングでは粉の回収が難しく残ってしまいます。更に残った粉が様々
なトラブルを引き起こします。
トラブルが発生してからは残った粉の回収がさらに難しくなるのでくれぐれ
も注意が必要です。

定期や特別清掃には使用せず中間清掃で使用しましょう。年に数回は強リン
サーやトラックマウントでのレストレーションクリーニングが必要です。現
状のスタイルを変えないできれいにしたい場合は、清掃の回数を増やす必要
があります。ウォークビハインドの場合、前処理剤の使用はやめましょう。
回収剤は＜クリスタルリンス＞、または＜ファイバーグロー＞に変えると残
留洗剤のトラブルの心配がなくなります。
プリベンションメンテナンス（P6参照）の観点から、汚れる前にクリーニ
ングを行いましょう。

アドバイス

本来何かをこぼしてしまった時などに、スポット（シミ）を回収す
る際に使用されますが、日本ではクリーニングに使用しています。

レストレーションクリーニングは弱リンサーでは難しいです。この機械はあ
くまでもスポットで使用しましょう。
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